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えは不可能であろう。ここの「三字逗」、すなわち「極目處」は、まさに「基点」と
しての役割を果たしていると言えよう。そして、実際に作られた句の長さにかかわら
ず、「基点」の存在は、後続部分が長くなる可能性を示している。
「極目處」は形式上、「逗」による停頓があるため、その「基点」としての機能が

さらに強化されると考えられる。実際、「三字逗」句のほかにも、句の冒頭部分を「基
点」として認識することができるものは多くあるが、「逗」のような明示された停頓
はない。つまり、「三字逗」句における「逗」という停頓により、「三字逗」の「基点」
としての機能が一層強化される。

これは、意味リズムが3+4ではない、すなわち一つの意味構造が「逗」の前後に
またがる句（表 2の句）にも共通して言えることである。むしろ、こういった句にお
いては、「逗」による停頓のほか、意味構造の断裂によるもう一つの人為的停頓が生
じるため、「基点」の効果がさらに際立つと考えられる。例えば、次に挙げている句
は、Dの主述構造の例である。
想/佳人、妝樓顒望，誤幾回、天際識歸舟。（柳・「八聲甘州」 想うに佳人 妝
楼にて顒望し、幾回か天際に帰舟を識るを誤らん。）

ここで注目に値するのは、意味リズムと形式リズムとの間に生じたズレである。形式
上、リズム構造が 3+4となっている部分を読者が最初から読んでいき、「逗」にぶつ
かると、一つの意味単位が完結すると思いきや、それまでの「三字逗」が不完全なも
のだと気づく。そして、意味の完結を求めて続きを読んでいくと、動目構造となって
いる「三字逗」、すなわち「想佳人」よりも、「逗」の前後にまたがる「佳人妝樓顒望」
という主述構造のほうが、各部分がより緊密に関連していることがわかる。そこで、
一句全体の構造が頭の中で改めて整理される。意味リズムと形式リズムとの間に生じ
たズレにより、「逗」による停頓のほか、もう一つの時間の空白、あるいは思考の空
白が生まれる。このことによって、「佳人」が一句の「基点」としての役割が強調さ
れる。
前述のように、このような意味リズムと形式リズムと一致しない句は、より複雑な、

多層的な構造を成してる傾向が見られる。そのため、一句における情報量が多くなる
が、それは分散的に展開するのではなく、「基点」より出発し、それに関する説明が
長く続く構造となる。この形式上の特徴は、詞という文学ジャンルの「要眇宜修（要
眇として修むるに宜し）」、すなわち緻密で美しく、叙情的な特質と深く関連している
ように思われる。

おわりに

本稿は、柳永詞と周邦彦詞に見られるリズム構造が 3＋4の「三字逗」句を対象に、
その分類と、「三字逗」が一句における「基点」としての役割について考察してみた。
これからは、調査の範囲をさらに広め、より精確な分類や異なる詞人における「三字
逗」の使用上の特徴に対する分析など、「三字逗」句について考察を深める必要があ
る。


